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洋書輸入協会会報 VOL.  4

NO.   9

(通巻41号)昭 和 45年 9月

理 事 会 報 告

8月 10日 (月)

0 総 務委員会より。 (関口氏)

(1)7月 分収支報告。

(ガ 特 別会計報告。

利忠と追加購入を加え、ワリヨー合計額面は90万円となった。

0 渉 外委員会より。 (ω・関日氏)

McGraw日 本代表の Mr Owensと ゃっと連絡がとれたので、Business Week問題につき、早急に話し合いをした

ヽヽ。

0 価 格査定委員会より。 (一條氏)

(1)「JBIA No 104価格査定証明書について」 「価格査定&に明書御利用についての御願いJ及 び 「洋書 ・雑誌原価値

上り証明許用紙Jの 印刷物出来上り、早速配布する。

(功 英 」の New Decimal Currency採用に伴い、新|ロポンド・シリングの換算表を作成する必要がある。……在日

英国出版社代表を含め小委員会を設けて検討することとする。

0 公 報委員会より。 (相良氏)

会報の原稿料は、協会関係者は無料としていたが、今後協会関係者であっても依頼原稿には一枚につき250円を支払

うこととしたい。 … 可決。

四 通 関委員会より。 (相良氏)

フローレンス、ベイルート協定の原文を入手すべく努力する。

● 洋 書交換委員会より。 (服部氏)

合同セールについて。

(1)今回こそ大いに売 Lげをあげたい。
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|力 な るぺく良いものを出品して貰いたい。

僧)宜 伝に是非協力願いたい。

に)現 在までの参加中込みは24社。

0 日  時  10月 16(金)、17(土)、18(日)の三日間。

場 所  古  書  会  館 。

内 経 営委員会より。 (栗原氏)

Sole Agent List作製について。

(1)S01e Agentで なくなったものの連絡を訂正しなければならない必要上確実に頂けるようお願いしたい。

(功 今 年のリストには、海外出版社の広告を入れるようにしたい。そのための予算計置もお願いする。

ほ)当 委員会の理事以外の副委員長は中央洋書と決定。

(0 文 化厚生委員会より。 (鈴木氏、栗原氏)

10月始めに釣の会を開く予定。詳しくは決り次第お報せする。

い そ の他

〔1)Late Chargeの 件。 (相良氏)

外国雑誌の I″ate Charge発 生の事例について、各社とも御調査願いたい。

12)ド イツ・マルク再切り上げの可能性について。 (一係氏、相良氏)

ドイツの英取次店より再切り上げの可能性について来信あり。銀行筋の意見では、イタリヤのリラとの関連性に依

る以外には、現在の所考えられない由。

僧)資 本自由化について。 (一体氏)

洋書輸入協会として具体的対策を必要とするのではないか。

8月21日 (金) 怖 時理
rlt会
報告。

()BuSiness Weckの 件について。 (山川氏、関口氏)

(1)8月 18日 (火)MCCraW日 本代表の Mr Owensを 丸善、US、 洋販、紀伊図屋の四社にて訪間の状況報告。

(列 対 策協議の結果、今年 9月 より来年2月の間の Newに ついては MCGraw側 の希望に添う取 り扱いをすることと

する。

O ACS.よ りの来信に基づく対策協議。

O フ ローレンス・ベイルート協定原文入手。 (相良氏)

日本ユネスコ国内委員会事務局の厚意により「教育的、科学的及び文化的資材の輸入に関する協定」を入手。コピ
ー

を各理手に配布すると共に事務局に備え付けることとする。
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経営シリーズ No。 2

より役に立つ情報サービスを

(株)ユー ・エス ・エシアテック ・カンパニー ||1 川  隆  雄

戦後二十五年、驚異の経済成長の中にあって、その基盤

の一つとなった技術羊新に尽すことを願って、私共ユー エ

ス・エシアテック・カンパニーは一貫して科学技術の情報

資料の輸入販売にたずさわって参りました。明治以来、洋

書の輸入業者は西洋文化の輸入に大変貢献して来たJfはム

う迄もない事でありますが、特l~戦後の技術的空ド1則を取

り戻すための学術、政府、産業界からの要望に応え、優れ

た技術資材の輸入を通じて科学技術/D振興に尺して来た4千

は明らかな事実であります。しかしながら、私共の申1巾]領

域である科学技術の情報資料の販ゲごを通じても、時1くの大

きな変進を感ぜずには居られません。つまり、私共のあり

方、換言すれば如何にお客様に油足していただくサービス

が出来るかをもう一度真斜1に考えていかねばならない時期

に来ているのではないかと思うのであります。今や我国は

経済大国として安く、しかも低れた商市を世界の】11 沐々け々

迄送り込んでおります。しかしながら、これらの商品を作

り出すための多くの角1識は依然私)(を通して輸入されてい

る、換言するならば、11i ntは入超、そして物は出超という

見方が成り立つ訳であります。私共 1本人に1有の新しいも

の好き、知りたがり屋のTllt性がある意味で我国の発展を

支えて来た事、それが私共業界の発展に11f報資料の輸入超

過という形でプラスして来た事は否めない
iJ'実でありまし

ょう。しかし、ここで中し_Lげたいのは、これから私共が

輸入していく1古報資料の質であります。もとより無形の商

品としての情報の価値体系をどの様に持つべきかは多くの

論議を待っており、この解決力Hri‖t化“|:会の実現にもつな

がる手と思いますが、私共業者の要求されるhf報という商

品は、今後益々、量より質を」tめられていくに違いありま

せん。日常の業務を通じて私共は、常により新しい、より

正確な、より内容の洪いlj根資料の提供を求められており

ます。特に私共の中門分lllrの千1学技術のJU或は正に情報の

洪水であり、玉石混汚のlri報をより分け、お客様の必要と

する情報資料を提供する責任は、hf報の輸入流通業者であ

る私共にとっても大きな企業責任ではないかと思います。

最近公害問題がにわかにクローズアップされ、テレビ、新

聞等のマスコミでこの1判題が喧伝されておりますが、情報

という無限大のエネルギーを取り扱う私共も、情報公 |!の

発生源になる素地は充分持ち合わせているのであります。

私共の願う道は、この情報洪水から如阿にお客様の役に立

つlf報資料を探し出し提供するかという事に尽 きましょ

う。一時期、私共の業界はスケールを大きくする手のみ考

え、本来の日山である11i報を提供する日的をおろそかに

し、いたずらに物流の拡充に力を入れすぎたきらいがあり

ます。前述の様に情報は無限大である以 に、各々の専門分

野を深く堀り下げる事によって、お客様の必要とする情報

資料を探り出し提供する他はないと思うのであります。こ

れがお客様に革ばれ、かつ業界の共存共栄につながる道で

あると信じております。過去、洋書の輸入業者である私共

は為替のFヤ壁を自からの存在理由の ハつとして見出して来

ました。しかしながら、私共は今後、存在理「れを別の分野

に対tめていかねばならないと思うのです。今後行くべき道

は欧米の同業者のごとく、図書郎1担当者の業務代行業者と

して、一種の物流栄に徹するのも一つの方法でありましょ

う。私共ユー・エス・エシアテック・カンパニーは、より役

に立つ情報を提供する、内容l13帆志向型の業者としての情

報資料の流通業者の使命を果して行きたいと願っておりま

す。二十一世紀は情級化時代、そしてその中核となるのが

fヽ般産業といわれております。この産業界とのパスポート

を我々洋語輸入業者は持っている訳でありますが、この分

野えの進出を虎祝たんたんと狙っている放送、出版、通信

数育等の産業群はあまりにも「l大であり、私共が来年育ん

で来た流j山経路もこれらの|モ大な、しかもないエネルギー

に席けんされるのではないかと恐れるのです。事実、本来

の洋ど愉入業者以外から私共の分野に入り込み、着々と成

功をおさめている企業がそれを立証するものであ り、も

早、洋■輸入という一つの杵で物事をヨントロールする事

が不可能になって米たのではないかと思います。これらの

アウトサイダーに対抗し我々の発展を成し遂げるには、前

に申し_Lげました通り、鉢々が専
Ⅲ
l分野を深く堀り下げ、

スペシャリストとして発展していくのが最善であると信じ

ております。終りに私共洋Ⅲll輸入業者の発展のために、先

にFlt tフ11げました様に、二十一世紀は日本も|li報を大いに

輸出する‖予代であろうと考えますので、洋書とか、輸入と

かいう名称にとらわれないもっと新しい大きな目的を持っ

たアツシェーションに洋J輸 入協会が衣がえするⅢも会員

として切に願うものであります。
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実務シリーズ N o . 3

ケネデイ ・ラウン ドについて

オニ次大戦後、わが国の民間貿易が再開されてから約20

年、海外からの輸入品の多くには関税が課せられていまし

たが、その関税本が1968年7月 1日に従来の本の50%の五

分の二 (即ち20%),|き 下げられ、続いて本年 1月 1日に

50%の五分の一 (即ち10%)01き 下げられ、更に本年から

来年にかけて引き下げられようとしています。

こうした輸入関税率の引き下げは一体何に基いて行なわ

れているのでしょうか。それは1964年から1967年にかけて

ジュネーブにおいて行なわれたガットのオ六回一般関税交

渉の結果により実施されているのです。この会議の正式の

呼称は 「ガット締約国団が主催した1964年から1967年まで

の貿易会議」と言い、のちにこれをケネデイ
・ラウンドと

呼ぶようになりました。

では何i安この会議をケネデイ・ラウンドと呼ぶようにな

ったのかその背景を少しふりかえってみることにします。

オニ次大戦後、国際経済は非常なlPL乱に陥いったため

に、資本主義先進1司であるアメリカが主唱して、阿際経済

の秩序を維持する為に、 貿 易障害の排除、差別オ|十置 の廃

止、多角貿易の回復などをねらいとして1947年に設立され

たのが Ceneral Agreement on Tariffs and Trade(ガ

ット)即 ち 「関税と貿易に関する
一般協定」でした。我が

国は1955年9月にこのガットの正式加盟四とな りました

が、ガット設立後10年程たった195811至1959年lllからアメ

リカ経済は、いわゆるドル危機に見舞われ始めました。つ

まり、アメリカの対外援助費の対大、貿易の黒字の減少、

その上、海外投資の急増と重なって、アメリヵは国際収支

の赤字が増え、金が流出してドルの信用が落ちて行きまし

た。こうしたドル危機の室最中に大統領の椅子についたジ

ョーン・エフ・ケネデイは、この危機打解のために次々と

新しい施策に着手して行きました。対内的には高度成長政

策を旋し、対外的にはドルの節約、保護主義と自由化の強

要を強いて行きました。こうしたアメリカ経済の背景に生

まれたのが 「通商拡大法」で、1962年に制定されました。

この法律の特質は、互意主義又は相互主義の原只Jに基いて

アメリカの大統領に 「もし相手国が、同じような関税引き

下げに応じるなら1962年7月 1日現在の関税本の50%以 内

の引き下げを行なってもよい」という権限が与えられたこ

とです。この権限を 「一般権限」とい まゝす。それと同時

に 「EEC特 ,J権限」というものを規定して、アメリカと

EEC(欧 州経済共同体)の 輸出額の合計が、世界全体の

輸出額の80%以 上を占める品目については無税にす るこ

と、及びEECと 交渉して農産物を無税にすること、更に

EECと 足並みを揃えて熱帯挫林産品を無税にすることを

九羊株式会利1 書斜部 本

定めています。しかしこれはドゴールの拒否にあって効果

が得られませんでした。そこで止むなく、 「
一般権限」に

よる関税引き下げが、一括50%引 き下げという形でガット

の場に持ちこまれたのが、オ六円1-般関税交渉であり、の

ちにこれをケネデイ・ラウンドと呼ぶようになったわけで

す。この交渉は難阿山II lで、送々として'Lルしませんでし

たが、1967年5月に前く妥結し、日本など55ヶ国が調印し

ました。交渉の結果、工業品の分野で平均32711至34%の引

き下げを1968年1月以降72年1月までの5ケ年間に毎年yt

分の一ずつ (50%の)段 階的に実施Lンて行って、最終的に

来従の関税本の50%に まで引き下げることになりました。

わが国は、この方針に沿ってこれまでにオニ次までの引

き下げを実施してきておりますが、本年4月にこの引き下

げのスケジュールを更に甲めることを決め、最終年次 の

1972年1月を 9ケ月間縦り上げることになりました。引き

下げ後の新しい関税率の中、私共に関係ある商品について

は、改正の都度協会手務局からお知らせしておりますが、

ここに現行の関科[本表を掲げてご参考に供します。
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バーゼルのオ10回 DIDACTA展 を見て

教育問題研究家 1中

悠悠と落ち着いたラインの流れを左右から抱えこむよう

なスイスの国際都市パーゼルで、本年 5月28日より6月 1

日までを会期に開催された DlDACTA展 、広大な展示場

約 1万 7,000坪程に陳列された種々様 な々教育関係機器が

所狭L夕と並ぶ有様は壮大な ShOWだ ったと言えるでしょ

う。

DIDACTA FAIR と 言われるこの通称も、 正 式には

European Educational lhrlaterials Fairsです。 もともと

はフランス語の Foires Europeennes dc Maにriel

Didacjqueか らとのこと。 本 来英語の didactic一―

didacticsと同一語源で didaCtたSは the art Or science

of teaching or instruchonの意味です。さて名称の由米

の追求はこの辺までとして、オ10回の DIDACTA展 を足

早に一廻りしたところでのオー印象は所謂活字中心の教育

から映像重視の方向へと脱活字化の静かだが大きな

innovationの波を出tで感ぜざるを得なかったと言ったと

ころです。

会場を使宣的に以下の四会場に分けますと

11)初等教育段階 (就学前を含む)

の 中 等教育段階

僧)高 等教育段階

村  比  呂  志

に)(参 加)国別 ・産業教育 と なります。

11)こ の会場の出品物は所謂最近発達の者しい機器類は

極めて少なく、机や椅子や bOard類 の furnitureから優

れた ideaに 満ちた教育用機具玩具などでした。

特に目にとまったものとして ① lnternattonal Visual

Aid Center(IVAC)の 一見チェス風の道具の如く見える

htlini Computer Papy ②lnViCta Plastics Ltd のプラ

スチック性の模型や理な|の実験道具 ① IVda lndustries

の高人生 徒 用 の絵 を か く道具 The Tachle Mosaic

oDRDA Industriesの ニュー トンのオ三法只」を Demon―

strateする TiC Tacな る極めて簡便 な装置 ORank

REC Ltd.の The Talking Royal Learning System等

↑1学関係の教材を中心にその創造性の豊かさに驚かされま

した。

(の～俗)ま ず地図の色の使い方が非常に鮮明なのに目を

見張 り、 Language Laboratory ゃ  OVerhead Projector

の数
//2い
出品が参観者の関心を集めたようでした。 On P

の隆臨ぶ り及びその SOf t W a r eでぁる tra p e nの多様さは

壮観でした。

自分 の吹 き込 んだ声をす ぐ聴 き返 えせ る T h O m a s

一 ― ― 一

出 版 社 在 日 代 表 の 紹 介
― 十 十 一 一 十 一 十 一 十 一 十 一 ― 一 十 一 一十 一 一 ― ´十 一 才 十 一 十 一 才 十 ク

mlacrlillan Japan Office

代表者 田  所  義  メ L

東京都千代田区西神田1-3-6
ご】iお町ビル   Tel. 292-8722

本年六月一11より、日本市場の拡大に伴い神日の一角にマクミランの新事務所が設立された。

当社のイメージとして、まずオーに元英国首相ハロルド・マクミランが浮かんでくるが、現在は親会社
“Macmillan

(HOldings)I,td.の会長として、又下院議会のメンパーとして、公私に亘って活躍している。近年経営仲|が一新され

戦前よりの教科書出版会社としての伝統を変え、高度の社会、人文科学系の総合出版社へと脱皮をはかっている。技

術系部門では最近オランダの Philip社との提携により Philip Technical Library発行の全英文図書の WOnd

Distributorとなった。Nature,Economic Journalで代表される雑誌部門は最近とみに需要が増え、今後日本より

の掲載記事及び Distllbutionの方法に関して、より良いサービスを考えたいと思っているとのことである。

尚、当社の業務としては、新刊図書の案内、注文、クレイム、版権仲介などがある。その他マクミラン社の出版物

に関するご意見、ご質問などがあればどうぞお知らせ下さいと口所氏はのべている。

尚、又事務所内に新千J、既刊のサンブル数千点が常時展示されており会員各位の御利用をまっている。
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A.Edison lndustries Iィ aboratory に より開発された

Edison Voicc Mirrorの Tape Recorderな どなかなか使

利な機器と思えました。ォランダのPhilips社やAssmann

社を始めとする OHPや AGFA― GEVAERTの trapen用

の TRANSPAREXW20 の 実演も興味あるものでした。

LL関 係ではスウェーデンやフランスのものなど机の上に

機器類をいっさい出さず内蔵式にェ夫したものや、普通の

record playerも いっし xに組み込んだもの等創志と工夫

に富んだものが目に付きました。

また特に「1新しいところでは CARL Wligang社 の

opicartと Opicart phOnoset呼 ばれる一連の教育用共が

ありました。これはテレビの画面のような映像面とその下

部にプレヤーを備えたもので、固定された画面の中のある

部分、例えば電気の流ね′る方向や水の行環する模式図 (カ

ラー)な どでその流れの方向が電気的な点減方式で示され

るようになっていて、音声と連動するようにもなっていま

した。また重さ3移 程の普通の大きさのカバンで持ち運び

便利なスクリーン付きの COurier も 、ちよっと目に入っ

た出品でした。Filmの 分野では RCAゃ Kodakを はじ

め多 くの出品があ りましたが、 Bolexの カセット式 nlm

projector(3分 から無限)な ど如何と思いました。

Computer Assisted lnstructionの 面でヤまドイツIBM

が人気の的で実験希望者が殺到し黒山の人でした。質問者

も多 く関心の度が極めて高いことを示 していました。イタ

リーの 01ivettiゃ フランスの Sintra Mits1 2023に も人

と!が見られました。

Videotape Recordingてャょ Philips,A mpex, 日本の

SOny,芝電などが出品しておりましたがどうしたことかあ

まり人が集まっていませんでした。

惚)国 別会場の特徴はカナダがかなりのスペースを取っ

て大々的にPRし ていたこと及びソヴィエットを中心に束

欧諸国が産業教育関係の機器を出品していたことでした。

またこの会場の注目の的はなんと言ってもCBSの Elect

ronical Video Recording Systemでした。一般用には簡

単な実茨で、いろいろ専門的に質問する人はカーテンのか

なたの部屋に案内し、詳細な説明をするといったなかなか

のが〔出ぶりでした。

所討出lLK物の展示も英系のLongman,Penguin,Oxford

University Pressが可1心でしたがなんとなく人は疎でし

スこ。

ところで会場への参観者はやはり教師が中心で、教育機

器の innovahonに 対する関心は相当に高く、導入への熱

意もあるようですが話を聞いてみるとやはり経済的問題が

大きな障祥となっているようでした。

総体的には脱活
′
+4教育への挑戦とも言える映像化時代ヘ

の移行に際し、hardWareに 対しては安くて利用価値の高

いもの及び hardwareの 開発以上に SOftWareの 開発ヘ

の投資の必要性と言った大きな二つの課題の解決が待ち構

えていることを銘記すべきてはないかと言ったところでし

た。また2年後の1972年3月末予定のドイツHannOverで

のオ11回展がこれらの課題にどんな解答を示すか興味ある

ところと言えましょう。

― 一 一 ｀

出 版 社 在 日 代 表 の 紹 介

― ― ― 十 一 一 ― _ _ 一 ― ―  ― 一 ― ― ― ヽ十 一 ャ      _ 十 一 !

Oxford University Press K.K.            東 京都文京区大塚3-3-3

支配人 川  脇  達  雄 Tel. 03-944-0101-3

総称OUPは 、1479年英国に於て出版が始まった翌年に、印掃1出版を開始しました。1958年に代理店として発足し

た東京事務所は、1966年に日本政府の許■rを得て (100%大学出資)日本法人として成立し、第20番目の海外支店とな

り、今日に至っております。 『幸い会社の業績も年々わずかですが、上サトしております。これもひとえに皆 様々の御

協力の賜と感謝致しております。OUPの 書籍のうち学術書は、学術部ド電である Clarぜndon Picss(Imprintに

Oxford at the Clarendon Pressとぁる)で 印刷出版されており、その他一般言 (娯楽キを除く)は 、Londonにあ

る事務所や各地の支店で企画出版されています。利益はすべて次の出版のために留保されます。 将 来は、 OXfOrd

UniverSty,Tokyoと言 ぅ Impttntが 靖えるべく努力して行きたいと考えております。現在は、 Faber&Faber

社、及び Roudege&Kegan Paul社 の代理業務と共に、 Staff一同 (20名)大 いに書店への Serviceに努力致し

ております。今後共、背々様の御指導、御 ll性の程よろしくお願い中し上げます。』とのことでした。
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海 外 ニ ュ ー ス

「マグローヒル社ベンギン利をから子を引く」

既報のように、ペンギン社の倉1立者で同社の大株主であったサー・アレン・レーン氏の没後直ちにベンギン社とロング

マン社の合併が発表された。これに対し、アメリカのマグP一 ヒル社は、ペンギン社の株をすでに17%を所有し、ベンギ

ン社の支配確を控得すべく更に何らかの対抗策を打出すものと予旭|されていた。

しかし、マグローヒルネには、去る8月 12日何らオッファーは行なわず、ロングマンの当初の合併案に贅成する旨を発表

した。これは、マグローヒルとペンギンの会社対会社の話し合いの結果であるとされているが、こミにいたったのは、故

レーン氏の管財人の強回な反対があつたものと見られている。これにより、ペンギン社とPン グマン社の合併は、スムー

ズに行われるものと予想される。 (PubliShers'Weekly,8月31日号より)

「ドイ ツの新 しい文 庫 本」

西 ドイツとスィスの学術出版社10社が)〔同して、新たに学術的なポケットブックのシリーズを出すことになった。この

シリーズの名前は、 「ユニ・タッシェンビュッヒ十~(Uni―Taschenbdcher)」であり、対象としては、あらゆる専門分

野の学生が主であるが、大学以外の学「苫」に興味をもつ一般大衆も考えられている。

この新しい文庫木の出版に参画するのは、Brkhauser,G Fischer,Francke,Htthig、J.C.B.Mohr,Schattauer,

Sch6nighi Ulmer,Vandenhoeck&Ruprccht,Wernerの 10社である。分野が競合しない限り、これ以外の出版社の

参加も望まれている。各出版社の独立性は尊重され、それぞれ独自にタイトルを送定し、自己の責任において出版する。

広告宣伝や販売は、)に同で設立した事務所で行うとのことである。 (BbrSenblatt西独版、8月 7H号 より)

「東 ドイ ツの対 西欧諸 国へ の輸 出」

束 ドイツの西側諸 Hに対する書紺の輸出量は、このところ着実に伸びている。依然として強いのは、芸術書、科学書、

児批書、古メヽ山作家の全集、辞書や専
Hl書の分野であるがマルクス・レーニン主義の文献に対する需要もlHYlぇてぃる。ま

た、元来束 ドイツ国内の教育機関を対象として柄または教な1書や科学書が、西側諸国の大学などに用いられるようになっ

ているとのことである。

過去6年間における西側諸国に対する輸出の伸び率は、対英Ltlが875%、 対スウェーデンが65%、対スイスが50%、対

オランダが約22%、対日本が約66%でぁり、対アメリカは実に 120%に もなっている。

(BbrSenblatt西独版、8月 7日号より)

――紀伊困屋書店提供 一一

米 JOhnson Reprint Corp のAssistant Vice―President,Mr.F`Rappaport 8月下旬来日。

渋 T h e  L a w  B o o k  C ( ) , L t d  A u s t r a l i aのS a l e s  a n d  P u b l i c i t y  M a n a g e r , M r . K i n g s l e y  D i e b e 1  8月下句来日。

米 H a r p e r & R o w , P  u b l i s h e r sのR e g i o n a l  M a n a g e r , M r _ R o b e r t  C  B o e t t c h e r  8月下旬来日。

米 H e i nネ1 1のP r e s i d e n t , M r o  W m  S . H e i n  9月上旬来日。

０

●

●

●

次の通り10月1日よリネL名変更の案内がありましたのでお手戸Fの会民名簿の言丁正方お願い致します。

1同社 名    株 式会社 海 外書籍文易商会

新 ネ|:名    株 式会社 カ  イ  ガ  イ

| お
矢口 ら せ

|
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総 代 理 店 ご 案 内

次の通り日本総代理Piの案内がございました。お手許の Agent Listにご記入願います。

関 束 書 l 1 0   0 2 9 4 - 2 7 0 1

JaCObS&Rosenbaumi―

R e a d i n g s  i n  E n g l i s h  T r a n s f o r m a t i o n a l  G r a m m a r  1 9 7 0 ( A u g )

(BlaiSdell Publishing Co, NIass)

0 紀 伊 回 座 書 店

Princeton lnformation Technology

The Universal Reference System.

Basic 10 Vols set

Suppleillents 1967-1969

Supplement 1970

内 外 変 場 0

Physical Large Wall い /1apst

Europe,             1: 3,000,000

Asia。                1: 6,000,000

Africa.              1: 7,500,000

North Arnerica.      1: 6,500,000

Souts Alllerica       l: 6,000,000

Australia            l: 3,000,000

(CeOrge Philip&Son Iッ td)

ナ    ウ    カ    の
“Pechatj I Revoljutsija''

1921 - 1930, WIoscow  (Reprinted in 1970)

(Kraus Reprint)

起雰 354-0131

垣]400-2326

建雰 981-5261

1930  … … …

1924, 1926-1928 … …・

1925    …        …

The Political Scicnce, Government,and Public Policy Series

Basic 10 vol[inles and Supplements

ciothbound set

paperbound set

paperbound per

paperbound per

paperbound per

paperbound per

¥ 3,000

¥ 220,000

¥ 120,000

¥  80,000

¥ 8,000

¥ 8,000

¥ 8,000

¥ 8,000

¥ 8,000

¥ 8,000

¥ 352,000

¥ 316,800

year  17,600

year  35,200

year  41,800

year  22,000

¥ 67,500

1921,

1922,

1923,

1929

mュ ー・ェス・ェシァテック・カンパニー     曾 5026471

Nucleic Acids Abstracts(E)

(Air Cargo O■ ly)Jan,tO Dec Onty

IRL Publicationt(1971r年 1月 よ り倉Ⅲ干J)

ひろ く一般か らの投丁準を募 ります /

テーマ :  洋 書輸入協会にのぞむ

O 字  数 i400字 内外

O 投 稀/切 :毎月末

○ 誌 上とく名を認めます

〇 取 捨及び多少の加筆下j正については会報委にお委せ下さヽ

〇 掲 杖分にはお謝を進呈

CD 送 怖1先 :協会4千務局死

―――- 8 -一 一―



洋書輸入協会主催

第3回 洋書まつり
'70

合 同 セ ー ル

洋君輸入協会は今秋第3回目の洋書まつり (合同セール)を行ないます

●今 回は参加 22社、 出品

点数 10,000点 5,000万 円

以上。

● 100万円以上数点、10万

円以 に多数。

と き  昭 禾回45年 10月 16日 (金)

17日  (EL)

18日  (日)

9: 3 0 -フ :〇〇

ところ 東 京 古 書 会 館
電話 (293)0161

東京都千代田区神田小川町3-22

●カタログは人文 ・社会科学 ・美術 (2,000余点収録)自 然科学 (450点

収録)2分 冊、 9月 20日発行 と同時に全国 1,500の得意先に発送されま

す。

●日本読書新聞、図書新聞、」apan Times、朝 日ジャーナルなど広告掲

載の予定。

0こ れこそ協会員結束の好機、またそれが今 日ほど必要な時はあ りませ

ん。

●各社ネットワークを使 うフyt/のPRを お願いします。これこそセール

の成功の最大の要素です。

- 9 -



1 9 7 0 年1 1月刊行

ホルクハイマー編集

《社会研究雑誌》
復 刻版 の ご案 内

Zeitschrift fur SOzialforschung
―-1932口 1941-

LeipzigoParis‐New York

Herausgegeben irn Auftrag des instituts fttr

Sozialforschung von Max Horkheimer.

M it Beitrttgen voni Herbert Marcuse,

Walter Beniamin,Friedrich Po‖ ock,Theodor

W.Adorno,Erich Frornrn,Leo L6wenthal,uコ a.

全巻予約価 (1970年 H月 30日 まで)¥97,750。 _

(KOSEL‐ VERLAG, MUNCHEN)

日本販 売絡代理店

株式会社 竹 内 書 店
小   I L  球〔, i 〔打い| を「文: 北持 山 2 - 1 2 - 3 5  T e l . ( 4 0 4 ) 8 5 7 1 - 5

大阪ギi推所  大 阪市束区高配↑行5 - 4 5 叩t J t ヒル1 7 1 t t  T e l 。( 2 0 2 ) 5 5 4 5 - 6

札中比ヤ 准所  札中比市北 8 条内 4 - 2 2 叶 1 馬| ビル T e l 。( 7 3 1 ) 8 7 4 6

昭和45年 9月   通 な第41号  汗 書輸入協会 編集者

5103 東 京都中央区日本橋江戸橋 1-15-5藍 沢ビル302号室

⑤ 530 関  西  支  部   大 阪市北区芝田町28 第
一l ll中ビル
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寺 久 保 一 玉

起雰 271--6901

煙雰 371--5329


